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　調布九条の会「憲法ひろば」１０周年の集会（１月２５日）に出席直後、急逝した奥平康弘さんの「志を受けつぐ会」が、４月３日、調布市グリーンホール大ホールで開かれました。丸山重威世話人にレポートをお願いしました。　


　　　　　　　　（編集部）





　奥平さんは「九条の会」の呼びかけ人の一人でしたが、同時に「許すな！憲法改悪・市民連絡会」と「立憲デモクラシーの会」の共同代表、「戦争をさせない１０００人委員会」の発起人でもあり、「志を受けつぐ会」はこれらを通して奥平さんとゆかりのあった１０人の発起人がよびかけたものでした。


　調布「憲法ひろば」は、発起人側から要請を受け、会の冒頭でのコーラスの披露、１月集会のビデオや音声の提供、会場づくりや道案内、会場案内など、スタッフとして協力。会の参加者全員にプログラムとともに「憲法ひろば」が１月集会第１部を記録・編集した冊子「鼎談　九条と私　憲法破壊に立ち向かう」が配られました。


　各紙の報道、「東京新聞」の当日１面トップでの報道もあり、全国からの研究者などのほか「ひろば」の参加者も多く、約９００人が発起人たちの話に耳を傾けました。


アメイジング


グレイスを合唱


　冒頭のコーラスには、１月のコーラス参加者を中心に６８人が結集、鈴木勝雄さんの指揮、杉本顕子さんのピアノ、清水正美さんのソロで「アメイジンググレイス」を合唱しました（右中写真）。奥平さんのお連れ合いの奥平せい子さんも加わって歌いました。


　このあと、１月集会の鼎談での奥平さんの最初の発言部分の映像が会場に流されました。


　発起人の一人で奥平さんの弟子である渡辺治・一橋大名誉教授の司会で、大江健三郎(作家)、澤地久枝(作家)、杉原泰雄(一橋大名誉教授)、暉峻淑子(埼玉大名誉教授)、樋口陽一(東大名誉教授)、山内敏弘(一橋大名誉教授)の各発起人が発言（梅原猛、鶴見俊輔、山口二郎氏は欠席）しました。


最後の戦場の


　跡に来た思い


　大江さんは「奥平さんは平和憲法が持っている人間的なところが、戦後の若い人の人間性を作ったのではないか、と言っておられた。それを話すのが志を継ぐ私の務め」（右上写真）、澤地さんは「九条の会は９人いた呼びかけ人が４人になってしまったが、全国に７５００もの会が広がっている。その一つである調布の会でお話しになった後、亡くなられたと聞いて、今日はその最後の戦場の跡に来た思い」「『安倍ノー』を言うことが志を受けつぐことになる」と話し、発起人各氏が次々と語りました。（発言要旨は２面に）


 カントを読み


 平和を語った


　発起人の話の後、奥平せい子夫人(右下写真)が、「追悼の会というより、これからみんなでたたかっていこうという意味を込めたい。葬式をするな、追悼会もするな、小さく産まれてきたから小さく逝きたいというのが遺言」「あの夜、君はいま、平和についてどう思っている？と聞かれた。近くに岩波文庫のカントの『永遠平和のために』があり、最後にカントを読み直していたんだなと思った」と話しました。


　最後に、司会の渡辺治さんは、「奥平さんはよく「負けてもやるんだ」と言っていた。負けても発言するということだ。しかし私は今度は反論したい。負けてはならないと言うことだ。困難だが、改憲を阻止する多数派を形成して勝つことが奥平さんの志を受けつぐことだ。追悼だけではなく、どう受けつぐかを語り合うのがきょうの集会。みんなでがんばりましょう」と締め括りました。


　（丸山　重威・記）
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